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船舶事故調査報告書 

 

令和５年８月９日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

委   員  佐 藤 雄 二（部会長） 

                         委   員  田 村 兼 吉 

                         委   員  岡 本 満喜子 

 

事故種類 乗揚 

発生日時 令和４年１１月４日 １３時４０分ごろ 

発生場所 広島県廿日市
は つ かい ち

市大
おお

野
の

瀬戸  

亀石
かめいし

灯標から真方位２８１°１３０ｍ付近 

 （概位 北緯３４°１７.７′ 東経１３２°１７.６′） 

事故の概要 漁船勝
まさ

耶
や

丸は、北東進中、浅所に乗り揚げた。 

勝耶丸は、中央部船底に破口等を生じた。 

事故調査の経過 令和４年１１月１４日、本事故の調査を担当する主管調査官（広島

事務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

漁船 勝耶丸、２.５トン 

 ＨＳ３－４４０２７（漁船登録番号）、個人所有 

８.２９ｍ（Lr）×２.３５ｍ×０.６４ｍ、ＦＲＰ 

ディーゼル機関、１３２.３９kＷ、平成５年９月２４日 

第２７０－３８６２８号（船舶検査済票の番号） 

 乗組員等に関する情報 船長 ３２歳 

二級小型船舶操縦士・特定 

  免許登録日 平成２０年９月１６日 

  免許証交付日 令和４年７月１３日 

         （令和９年３月１５日まで有効） 

 死傷者等 なし 

 損傷 中央部船底に破口及び擦過傷 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 北、風力 １、視界 良好 

海象：海上 平穏、潮汐 上げ潮の初期 

 事故の経過 本船は、船長ほか２人が乗り組み、まきえ釣り漁の目的で令和４年

１１月４日０６時３０分ごろ広島県広島市の係留場所を出港し、山口

県岩国
いわくに

港東方沖の漁場において操業を行い、１２時３０分ごろ、次の

漁場に移動していたところ、機関回転数が上がらなくなった。 

船長は、電話連絡により知り合いの修理業者に機関の修理を依頼し

て、同修理業者の工場がある広島県広島港第３区廿日市地区（以下

「廿日市地区」という。）に向かうこととし、ＧＰＳプロッター兼魚
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群探知機のＧＰＳプロッター用の画像（以下「船位表示画像」とい

う。）で航行経路を確認して大野瀬戸を経由すると航程が短くなると

思い、同瀬戸を通航することとした。 

本船は、船長が右舷側の操縦席に腰を掛けて操船を行い、約７ノッ

トの対地速力で、大野瀬戸の南西口まで北進した後、１３時１５分ご

ろ右転して同瀬戸に入り、北東進した。 

船長は、ＧＰＳプロッター兼魚群探知機の表示画面が小さく、船位

表示画像と魚群探知機用の画像（以下「水深表示画像」という。）の

二分割画面では画像内の細部の図や文字が見えにくいので、水深表示

画像のみを表示させ、その測深値が２ｍ以下にならないかを確認しな

がら航行を続けた。 

船長は、しばらくして船首方に亀石灯標を認めたものの、同灯標が

左舷標識であることを知らず、右舷側（東方：廿日市市厳島側）の海

域が狭くて漁網があり、左舷側（西方：廿日市市街地側）の海域が広

くて障害物などが認められなかったので、右舷に見て航行することと

した。 

船長は、亀石灯標が浅瀬の存在を示すものと思ったが、塗色等の意

味が分からなかったので、同灯標から数十ｍ程度の範囲内に浅瀬があ

ると思い、同灯標を右舷側に１００ｍ以上離すように本船の針路を少

し左舷方に取った。 

船長は、水深表示画像の測深値に注意しながら、亀石灯標の西北西

方沖約１３０ｍを（右舷側に見るように）北東進していたところ、 

１３時４０分ごろ衝撃を感じるとともに行きあしが止まり、本船が浅

所（以下「本件洗岩」という。）に乗り揚げたことを認識した。 

船長は、機関を停止し、船内を一通り見て大きな被害が認められな

かったので、再度機関を始動して前進運転及び後進運転として離礁を

試みたがプロペラ軸が回らず、投錨して船内各部の状態を詳細に確認

したところ、操舵室の前の区画が浸水していることを認め、海上保安

庁に救援を要請した。 

本船は、来援した巡視艇に乗組員が救助されるとともに、同巡視艇

により廿日市地区入口までえい
．．

航された後、修理業者が手配した船に

乗組員が移乗し、同船により同修理業者の工場の近くの桟橋にえい
．．

航

された。（写真１参照） 
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図１ 本船（上架して修理中） 

 

（付図１ 事故発生経過概略図 参照） 

その他の事項 本件洗岩は、亀石灯標から西北西方約２１０ｍまで拡延した暗岩及

び洗岩が散在する亀
かめ

瀬
せ

と呼称される浅瀬の中央付近に位置していた。 

船長は、大野瀬戸を航行するのは初めてであったが、事前に水路調

査を行っておらず、亀石灯標の付近にどのような浅瀬があるか知らな

かったので、船位表示画像を表示させて付近を確認し、亀瀬から離し

て航行すべきであったと本事故後に思った。 

船長は、日頃から、帰航など長い距離を航行する際は、ＧＰＳプ 

ロッター兼魚群探知機の画面に船位表示画像を表示させていたが、港

内や水道を航行する時には、同画面に水深表示画像のみを表示させ、

測深値及び海底の傾斜を確認しながら航行していた。 

船長は、本件洗岩付近に急な水深変化があり、本事故当時、本船

が、本件洗岩の上方に至ったのとほぼ同時に船底が本件洗岩に乗り揚

げたので、水深表示画像の測深値が変化しなかったのではと思い、測

深値のみに注意して海底の状況を確認しながら航行したことで、事前

に浅所を確実に把握できない危険な状態になっていたと思った。 

乗組員は全員、救命胴衣を着用していた。 

本船の喫水は、船首部が約０.４ｍで、船尾部が約１.２ｍであっ

た。 

分析  

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

 

  

あり 

なし 

なし 

本船は、大野瀬戸を北東進中、船長が、亀瀬の存在を知らずに、左

舷標識である亀石灯標から数十ｍ程度の範囲内に浅瀬があると思い、

ＧＰＳプロッター兼魚群探知機を水深表示画像のみの表示にした状態

で、亀石灯標を右舷側に約１３０ｍ離して航行し続けたことから、亀

瀬に進入し、本件洗岩に乗り揚げたものと考えられる。 

船長は、亀石灯標が浅瀬の存在を示すものと思ったものの塗色等の

意味が分からなかったことから、同灯標から数十ｍ程度の範囲内に浅

瀬があると思い、本船を同灯標から１００ｍ以上離すように針路を取
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り、航行したものと考えられる。 

船長は、大野瀬戸を通航する際に、ＧＰＳプロッター兼魚群探知機

の表示画面が小さく、船位表示画像と水深表示画像の二分割画面では

それぞれの画像内の細部の図や文字が見えにくいことから、水深表示

画像のみを表示させ、その測深値を確認しながら航行を続けたものと

考えられる。 

本船は、本件洗岩付近に急な水深変化があり、本事故当時、本船が

本件洗岩の上方に至ったのとほぼ同時に船底が本件洗岩に乗り揚げた

ことから、船長が、事前に本件洗岩を認識できなかったものと考えら

れる。 

船長が、船位表示画像を表示せずに水深表示画像のみで測深値を確

認しながら航行を続けたことは、本事故の発生に関与した可能性があ

ると考えられる。 

原因 本事故は、本船が、大野瀬戸を北東進中、船長が、亀瀬の存在を知

らずに、左舷標識である亀石灯標から数十ｍ程度の範囲内に浅瀬があ

ると思い、ＧＰＳプロッター兼魚群探知機を水深表示画像のみの表示

にした状態で、亀石灯標を右舷側に約１３０ｍ離して航行し続けたた

め、亀瀬に進入し、本件洗岩に乗り揚げたものと考えられる。 

再発防止策 船長は、本事故後、本船により大画面のＧＰＳプロッター兼魚群探

知機を設置し、航行中は、常時ＧＰＳプロッターの画像を表示させ、

周囲の海底の状態を確認することとした。 

今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・船長は、航行する海域の水路調査を、事前に必ず行うこと。 

・船長は、ＧＰＳプロッター画面を表示させ、等深線及び障害物等

を十分確認しながら常時適切に見張りを行って航行すること。ま

た、灯標を視認した時は、塗色及び頭標形状を確認して当該標識

の意味を理解した上で、安全な海域を航行すること。 
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付図１ 事故発生経過概略図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山口県 

山口県 

広島県 

事故発生場所 
（令和４年１１月４日 

１３時４０分ごろ発生） 

本船の航跡 

（推定） 

大分県 愛媛県 

広島県 

廿日市市街地 

厳島 

厳島 

廿日市市 

亀石灯標 

広島市 

岩国市 

亀瀬 

大野瀬戸 


